
モニタリング地点選定のイメージ

1,000pg-TEQ/g以下

⇒流下方向250mごとに１地点

1,000pg-TEQ/g超

1,000pg-TEQ/g超

⇒覆砂工事の施工単位ごとに１地点

神崎川
250m 250m

覆砂工事実施区間
（覆砂層の直下のダイオキシン類濃度が1,000pg-TEQ/gを超える）

覆砂工事実施区間
（覆砂層の直下のダイオキシン類濃度が1,000pg-TEQ/g以下）

当該区間の概ね中心のモニタリング地点

洗堀されやすいと考えられる場所のモニタリング地点

凡 例

洗堀されやすいと考えられる場所
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